
今 号 の 主 な 内 容
23／岡山県総合社会福祉大会
　4／岡山県老人福祉大学閉講
　5／老人クラブリーダー中央セミナー
　　　女性リーダーセミナー
67／全国老人クラブ大会
89／会員の声
��／県下各クラブの活動紹介
　�／中四ブロックリーダー研修会
　　　女性委員会幹事会
　�／県老連事業・地域の元気づくり事業
　�／加入促進表彰・確定申告

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第18号

おかやま県老連だより
（通巻87 号）

平成 30 年 1月号
岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
た
な
県
政
推
進

の
羅
針
盤
で
あ
る
「
新
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ

ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
本
県

発
展
の
好
循
環
の
エ
ン
ジ
ン
と

な
る
「
教
育
県
岡
山
の
復
活
」

と
「
産
業
の
振
興
」
に
加
え
、

お
か
や
ま
創
生
実
現
の
加
速
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
育
の
再
生
に
つ
い
て
は
、昨

年
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
、
小
学
生
の
平
均

正
答
率
が
初
め
て
全
国
平
均
を

上
回
る
な
ど
成
果
が
表
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
も
、
目
標
を
高

く
持
ち
な
が
ら
、
教
師
の
教
え

る
技
術
の
向
上
と
子
ど
も
の
学

習
習
慣
の
定
着
、
子
ど
も
た
ち

が
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環

境
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
て
、
留
学
促
進

に
関
す
る
施
策
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
企
業
立
地
が
相
次
い
で

実
現
す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果

を
挙
げ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

戦
略
的
な
企
業
誘
致
の
推
進
や

中
小
企
業
等
の
稼
ぐ
力
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と

し
た
元
気
な
高
齢
者
の
方
々

に
、
知
識
や
技
能
、
経
験
を
生

か
し
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　

新
プ
ラ
ン
の
下
、引
き
続
き
、

す
べ
て
の
県
民
が
明
る
い
笑
顔

で
暮
ら
す
「
生
き
活
き
岡
山
」

の
実
現
に
向
け
、
本
県
発
展
に

向
け
た
好
循
環
の
流
れ
を
さ
ら

に
大
き
く
確
か
な
も
の
と
し
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
、「
岡
山
は

よ
く
な
っ
た
、
岡
山
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
県
政
を
力
強
く
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
人
生
百
年
時
代
の

幕
あ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
で
「
晴
れ
ば

れ
シ
ニ
ア
岡
山
」
に
集
結
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
て
く
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
半
世
紀
の
歴
史
と
伝
統

を
受
け
継
ぎ
今
こ
こ
に
、
県
下

26
市
町
村
、
２
、１
０
０
ク
ラ

ブ
、
１
１
５
、０
０
０
会
員
の

結
集
す
る
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
ま
た
岡
山
市
５
８
０

ク
ラ
ブ
、
３
４
、０
０
０
会
員

の
姿
が
あ
り
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
心
の
ふ
れ
あ
う
仲
間

と
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
心
身

と
も
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
み
ん
な
の

知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
他
の
団
体
や

住
民
参
加
に
よ
る
助
け
合
い
の

体
制
作
り
が
必
要
で
あ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
、
そ
の
担

い
手
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
人

ク
ラ
ブ
は
単
位
ク
ラ
ブ
を
基
礎

組
織
と
し
て
市
町
村
で
結
ば

れ
、
県
連
合
会
に
結
集
し
、
全

国
組
織
に
連
動
し
て
い
る
高
齢

者
唯
一
の
自
主
的
な
団
体
で
あ

り
ま
す
。
同
時
に
老
人
福
祉
法

に
基
づ
く
国
や
地
方
公
共
団
体

か
ら
公
的
支
援
を
受
け
、
諸
活

動
を
運
営
し
て
い
る
福
祉
団
体

で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
会
員
増
強
１
０
０
万

人
加
入
促
進
の
全
国
運
動
の
呼

び
か
け
に
呼
応
し
て
、
岡
山
県

老
連
２
５
、０
０
０
人
目
標
五

か
年
計
画
の
最
終
年
に
当
た

り
、
全
組
織
を
挙
げ
て
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
り
わ

け
若
手
会
員
の
加
入
に
よ
る
会

の
活
力
・
魅
力
を
高
め
、
ま
た

男
女
共
同
参
画
で
会
員
の
６
割

を
占
め
る
女
性
の
活
躍
に
よ

る
、
温
も
り
を
感
じ
優
し
さ
の

あ
る
友
愛
活
動
な
ど
期
待
大
で

あ
り
ま
す
。

　
“
い
ま
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き

る
、
わ
し
が
や
ら
ね
ば
だ
れ

が
や
る
”
先
人
の
遺
訓
に
学
び

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の“
や
る
気
・

ほ
ん
気
・
げ
ん
気
”
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
の
幸
せ
は
人

の
為
に
役
立
つ
こ
と
、
と
も
教

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
“
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
・
担

お
う
地
域
づ
く
り
”

　

平
成
30
年
と
い
う
節
目
の
年

で
す
。
平
成
28
年
度
、
県
下
26

市
町
村
老
連
の
正
副
会
長
会
議

の
名
に
お
い
て
「
晴
れ
ば
れ
シ

ニ
ア
岡
山
」
の
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
の
花
も
実
も
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
三
大
運
動
の
開
花
宣
言
を

採
択
し
、
全
県
下
の
仲
間
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
総
力
を
結

集
し
、
よ
り
広
く
よ
り
深
く
よ

り
強
く
展
開
す
る
こ
と
を
願
い

年
頭
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

公益財団法人岡山県老人クラブ連合会
　　　　　　　　　会長　藤本　毅

花も実もある幸せクラブの開花宣言
健康 ・ 友愛 ・ 奉仕
くらし・なかま・つくす

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす

「生き活き岡山」を目指して

和気町　自然保護センター タンチョウ　写真提供：岡山県

1　2018 年（平成 30 年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



岡
山
県

総
合
社
会

福
祉
大
会

　

平
成
29
年
10
月
5
日
（
木
）、

岡
山
市
民
会
館
に
お
い
て
岡
山

県
総
合
社
会
福
祉
大
会
（
岡
山

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
含
む

8
団
体
の
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
岡
山
県
共
同
募
金
会

藤
本
道
生
会
長
に
よ
る
開
会
宣

言
、
大
会
会
長
の
岡
山
県
社
会

福
祉
協
議
会
山
岡
治
喜
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
伊
原
木
隆
太
岡
山

県
知
事
の
激
励
の
こ
と
ば
な
ど

に
続
き
、
社
会
福
祉
功
労
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ
ま
し

て
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

式
典
の
後
は
、「
加
齢
に
負

け
な
い
脳
は
こ
う
す
れ
ば
鍛
え

ら
れ
る
」
と
題
し
、
脳
科
学

者
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
教
授

の
篠
原
菊
紀
氏
に
よ
る
特
別
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
年
を
取
る

に
し
た
が
っ
て
脳
は
衰
え
る
と

い
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
語

ら
れ
、
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な

ど
に
よ
る
実
験
を
大
会
参
加
者

全
員
と
行
い
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
必
要
性
を
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
み
な
会
場
で
の

実
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ

�

特
別
功
労
者 

68
名

《
玉
野
市
》

 

深
井　

八
重
子

 

金
廣　

迪
哉

 

香
川　

崇
二

 

矢
野　

浩
三

 

米
澤　

正
昭

《
備
前
市
》

 

瀧
川　

堯
文

《
瀬
戸
内
市
》

 
重
康　

郁
夫

 
正
宗　
　

功

《
和
気
町
》

 

畑
上　
　

毅

 

橋
本　

光
臣

 

正
清　

衛
一

 

横
谷　

豊
秋

《
吉
備
中
央
町
》

 

石
居　

一
郎

 

久
葉　

光
男

《
倉
敷
市
》

 

城
田　

義
和

 

中
山　
　

康

 

吉
田　

豊
子

 

阿
部　
　

昇

 

茶
木　

勝
行

 

古
谷
野　

傳
市

 

尾
﨑　

睦
衛

 

堀
田　

頼
市

 

内
田　

英
光

 

西
原　

忠
清

 

角
谷　

富
久

 

赤
澤　

秀
行

 

渡
辺　

利
浩

《
笠
岡
市
》

 

橋
本　

正
弘

 

細
川　

嗣
彦

 

松
枝　

信
行

 

岡
本　

保
彦

 

船
橋　

敬
一

 

藤
井　

憲
二

《
井
原
市
》

 

鳥
越　
　

勇

 

田
邊　

隆
視

 

三
浦　

信
一

 

清
水　

正
士

《
総
社
市
》

 

根
馬　

弘
文

 

秋
山　

利
行

 

平
井　

準
二

 

朝
倉　
　

豊

《
高
梁
市
》

 
加
藤　

隆
志

 

原
田　

康
平

 

宮
城　

禎
男

 

森
下　

昌
昭

 

冨
士
田　

肇

《
新
見
市
》

 

谷
口　

和
三
郎

《
浅
口
市
》

 

岸　
　

義
照

 

岡
田　

賢
己

 

塚
村　

宏
而

《
早
島
町
》

 

林　
　
　

勇

《
里
庄
町
》

 

森
原　

誠
一

 

大
和　
　

明

《
津
山
市
》

 

堀
田　

貞
信

 

佐
々
木　

由
恵

 

御
藤　

匡
令

《
真
庭
市
》

 

前
原　

孝
正

 

戸
田　

篤
男

《
美
作
市
》

 

杉
山　

博
一

 

谷
口　

輝
雄

《
鏡
野
町
》

 

川
成　

和
男

 

吉
川　

元
春

 

新
免　

義
基

《
勝
央
町
》

 

古
山　

卓
史

《
美
咲
町
》

 

富
田　

昌
志

 

浦
上　

次
男

 

矢
吹　

圭
司

 

金
戸　

宏
司

老
人
ク
ラ
ブ

�

一
般
功
労
者 

26
名

《
備
前
市
》

 
竹
原　
　

繁

《
瀬
戸
内
市
》

 

川
上　

芳
子

 

横
川　

直
季

《
倉
敷
市
》

 

石
本　

虎
男

 

末
守　

和
子

 

野
上　

玖
美
子

 

田
中　
　

茂

 

和
気　

正
紀

 

眞
鍋　

征
子

 

松
本　

芳
尚

 

末
吉　

輝
夫

 

植
田　

洋
子

《
新
見
市
》

 

藤
井　

佐
代
子

 

瀬
川　
　

博

 

西
村　

幸
一

 

藤
原　
　

孝

 

坂
本　

滋
夫

 

上
村　

忠
仁

《
浅
口
市
》

 

三
宅　

英
湖

 

中
野　

伯
江

《
矢
掛
町
》

 

谷
本　

昭
一
郎

《
津
山
市
》

 

重
松　

丈
雄

 

内
田　

都
子

 

岡　

明
美

《
美
作
市
》

 

福
田　

隆
雄

《
鏡
野
町
》

 

杉
田　

登
誌
子

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

�

23
団
体

《
玉
野
市
》

 

大
崎
硯
井
会

 
大
崎
福
寿
会

《
瀬
戸
内
市
》

 
尾
張
北
友
愛
会

（
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
）

平
成
29
年
度

岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

2018 年（平成 30 年）1月　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



《
和
気
町
》

 

田
土
白
梅
会

《
吉
備
中
央
町
》

 

八
幡
老
人
ク
ラ
ブ

《
倉
敷
市
》

 

福
田
南
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

 

和
井
田
第
一
若
葉
会

 

沖
熊
第
五
福
寿
ク
ラ
ブ

 

鶏
尾
・
田
之
内
融
和
会

 

船
穂
町
一
之
丁

�

一
之
会
西

 

川
辺
西
老
人
ク
ラ
ブ

《
笠
岡
市
》

 

走
出
笑
和
ク
ラ
ブ

 

白
石
島
西
の
浦

�

老
人
ク
ラ
ブ

《
井
原
市
》

 
種
長
寿
ク
ラ
ブ

 
三
山
天
寿
会

《
新
見
市
》

 

哲
西
地
区

�

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

《
浅
口
市
》

 

日
原
長
寿
会

 

谷
口
常
磐
会

《
津
山
市
》

 

平
安
会

《
美
作
市
》

 

大
町
老
人
ク
ラ
ブ

�

す
み
れ
会

 

岩
見
田
健
康
ク
ラ
ブ

 

下
山
大
仙
ク
ラ
ブ

 

上
福
原
福
寿
会

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
中
区
》

 

影
山　

廣
和

《
岡
山
市
南
区
》

 

田
村　

満
須
三

《
備
前
市
》

 

船
戸　

義
弘

《
新
見
市
》

 

三
輪　
　

智

《
鏡
野
町
》

 

安
藤　

美
雄

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
倉
敷
市
》

 

Ｏ
Ｂ
坂
田
会

《
備
前
市
》

 
金
谷
老
人
ク
ラ
ブ

�

友
愛
会

《
新
見
市
》

 

上
刑
部
長
寿
会

《
津
山
市
》

 

案
内
老
人
ク
ラ
ブ

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
北
区
》

 

重
岡　

修
身

 

廣
瀬　
　

弘

《
岡
山
市
南
区
》

 

大
森　

艶
子

 

杉
山　

淑
美

 

露
無　

昭
暁

《
倉
敷
市
》

 

石
川　

幸
男

 

岡
本　

初
枝

 

亀
山　

泰
美

 

下
畠　

重
春

 

千
　

幸
男

 

三
宅　
　

哲

《
備
前
市
》

 

南　
　

二
郎

《
瀬
戸
内
市
》

 

吉
田　

建
太
郎

《
新
見
市
》

 

大
塚　

靜
枝

 

⻆
田　
　

裕

 

藤
井　

卓
巳

 
藤
田　

博
一

 
山
森　
　

守

《
矢
掛
町
》

 

鈴
木　
　

功

《
高
梁
市
》

 

手
塚　

幸
惠

 

水
川　

利
之

 

山
野
上　

祐
市

《
美
咲
町
》

 

阿
井　

克
己

 

池
田　

清
弘

 

倉
内　
　

榮

《
津
山
市
》

 

頃
安　

経
隆

《
鏡
野
町
》

 

定
久　

正
義

《
真
庭
市
》

 

仲
島　
　

保

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
倉
敷
市
》

 

道
越
西
部
寿
ク
ラ
ブ

《
高
梁
市
》

 

仙
人
村
老
人
ク
ラ
ブ

《
真
庭
市
》

 

福
寿
老
人
ク
ラ
ブ

《
玉
野
市
》

 

香
川　

八
重
子

《
倉
敷
市
》

 

加
藤　

満
宏

 

植
田　

洋
子

《
新
見
市
》

 

松
永　

静
人

《
勝
央
町
》

 
三
木　

正
邦

岡
山
県
知
事

表
彰

岡
山
県

保
健
福
祉
部
長

表
彰

山
陽
新
聞

社
会
事
業
団

理
事
長
感
謝
状

3　2018 年（平成 30 年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



平成 30年度講師予定

老
後
の
雑
学

「
絆
～
ハ
マ
イ
エ
と
笑
っ
て
楽
し
く
健
康
に
！
～
」

　
倉
敷
芸
術
科
学
大
学 

学
長
補
佐
　
濱
家 

輝
雄 
先
生

笑
い
ヨ
ガ
「
人
生
ま
だ
ま
だ
笑
っ
て
楽
し
く
！
」

　（
一
社
）岡
山
県
笑
い
ヨ
ガ
協
会 

理
事
長
　
万
代 

京
央
子 

先
生

説
法
「
人
間
、
１
２
０
歳
ま
で
」

　
総
本
山
善
通
寺 

法
主
　
樫
原 

禅
澄 

先
生

終
末
期
医
療

◇「
人
生
の
最
期
を
家
で
過
ご
す
と
い
う
こ
と
」

　

守
屋
お
さ
む
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長	

守
屋 

修 

先
生

◇「
住
み
慣
れ
た
町
で
最
期
ま
で
過
ご
す
に
は
？

　
　
　
　
　
　
　

～
家
庭
医
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
〜
」

　

奈
義
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長	

松
下 

明 

先
生

◇「
人
生
の
最
後
を
穏
や
か
に
生
き
る
た
め
に
」

　

高
梁
市
川
上
診
療
所 

所
長	

菅
原 

英
次 

先
生

◇「
超
高
齢
化
社
会
と
自
身
の
終
末
期
を
考
え
る
」

　

か
と
う
内
科
並
木
通
り
診
療
所 

理
事
長	

加
藤 

恒
夫 

先
生

落
語
「
笑
い
あ
る
人
生
」

　
落
語
家
　
雷
門 

喜
助 

師
匠

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学

　

平
成
29
年
度
（
第
42
次
）
の

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学
は
、
6

月
8
日
㈭
の
倉
敷
会
場
を
皮
切

り
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
11
月

30
日
㈭
の
岡
山
会
場
を
も
っ
て

す
べ
て
の
日
程
を
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
講
師
を
お
引
き
受
け

い
た
だ
い
た
先
生
方
、
ま
た
ご

受
講
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
講
者
は
１
、１
６

４
名
（
昨
年
度
１
、０
４
４
名
）

に
の
ぼ
り
、修
了
者
は
１
、０
７

４
名
、
う
ち
奨
励
賞
は
１
３
５

名
、
栄
誉
賞
は
34
名
の
方
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
込
者
数
の
関
係
で
、
本
年

度
か
ら
倉
敷
会
場
は
2
日
に
分

け
て
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
よ

り
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
日
程
的
に
は
、
10
月

23
日
㈪
に
東
海
か
ら
関
東
を
通

過
し
た
台
風
21
号
の
影
響
で
、

県
内
各
地
で
大
雨
警
報
が
発
令

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
日

の
高
梁
会
場
で
の
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
警
報
も
解
除

さ
れ
予
定
ど
お
り
開
催
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
の
講
座
を
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
講
義
は
、
濱
家
先

生
の
雑
学
に
始
ま
り
、
万
代
先

生
の
笑
い
ヨ
ガ
、
樫
原
先
生
の

健
康
・
長
生
き
に
か
か
る
法
話
、

守
屋
、
松
下
、
菅
原
、
加
藤
の

各
先
生
に
よ
る
人
生
の
終
末
期

医
療
の
お
話
、
雷
門
喜
助
師
匠

の
お
笑
い
と
幅
広
い
内
容
で
し

た
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
と
も
、
た
く
さ
ん
の
方

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

平成
29
年度

11月 10月 9月 7月 6月
講　義　内　容

◆健康づくり	 栗木　剛 先生（motto ひょうご事務局長）
◆老後の雑学	 滝沢　忠孝 先生（山陽放送ラジオパーソナリティ）
◆音　　　楽	 十川　知子 先生（音楽家）
	 國本　卓明 先生（音楽家）
◆健康づくり・介護予防
	 本荘　晶子 先生（日本赤十字社 岡山県支部）
	 井上　美咲子 先生（日本赤十字社 岡山県支部）
◆大　道　芸	 田久　朋寛 先生（たっきゅうさん　大道芸人）

2018 年（平成 30 年）1月　4

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



〈
第
１
日
目
〉

■ 

開
会
挨
拶

　

全
老
連 

副
会
長　

松
寿 

庶 

氏

■ 

基
調
報
告

　

�「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

　

全
老
連
事
務
局
長 

谷
野 

香 

氏

①
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　

�

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
り
高
齢
化
率
が
30
％

を
超
え
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
都

市
部
で
は
急
速
に
増
加
す
る
。

　

�

す
べ
て
の
住
民
が
役
割
を
も
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、公
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
協
働
し
て
生
活
で
き

る
社
会
、
ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
重
度
の
要
介
護
状
態
に

な
ろ
う
と
も
、
最
後
ま
で
住
み
慣

れ
た
地
域
で
過
ご
せ
る
仕
組
み
作

り
が
大
切
で
あ
る
。
介
護
保
険
に

よ
り
全
国
一
律
で
あ
っ
た
訪
問
・

通
所
介
護
は
、
各
市
町
村
の
新
地

域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
た
。

　

�

高
齢
消
費
者
被
害
は
減
少
し
て
い

な
い
。
昨
年
度
の
被
害
総
額
は

４
０
６
億
円
（
１
４
、１
５
１
件
）

に
の
ぼ
り
、
そ
の
8
割
近
く
が
65

歳
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

②�

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行

動
提
案

　

〇「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　

�

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
市
区

町
村
老
連
と
の
協
議
の
場
づ
く

り
、新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
、

解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
増
員
の
4
つ
を
提
示
さ

れ
た
。

　

〇「�

新
地
域
支
援
事
業
参
画
に
向

け
た
取
り
組
み
」

　
　

�

老
人
ク
ラ
ブ
で
実
施
し
て
き
た

“
友
愛
活
動
”“
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
”
の
経
験
を
活

か
し
て
地
域
住
民
と
共
に
参
加

し
よ
う
。

　

〇「�

老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
」

　
　

�

高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て
地
域

の
高
齢
者
を
守
ろ
う
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用

　

�

前
年
度
よ
り
減
額
傾
向
で
あ
る

が
、
国
庫
補
助
金
に
は
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し
た
も
の
と
市

町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
対
象

に
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
仕
組

み
を
理
解
し
て
う
ま
く
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

④�

よ
り
良
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の
た

め
に

　

�

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
本
事
項
と

し
て
活
動
の
記
録
と
保
存
、
会
計

の
透
明
性
、
会
員
の
安
全
対
策
の

3
点
を
留
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

■ 

活
動
報
告

　

横
浜
市
都
筑
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

�「
友
愛
活
動
で
新
地
域
支
援
事
業

へ
の
参
画
を
目
指
す
」

　

�

過
去
5
年
間
で
１
６
９
名
の
会
員

増
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

口
コ
ミ
に
よ
る
1
対
1
の
勧
誘
、

未
設
置
地
域
で
の
ク
ラ
ブ
設
置
の

働
き
か
け
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と

解
散
防
止
の
活
動
に
よ
り
会
員
増

強
に
成
功
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
高
石
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

�「
自
治
会
の
協
力
を
得
て
新
設
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
」

　
�

会
員
数
は
5
年
で
１
０
１
人
の
増

員
、ク
ラ
ブ
数
は
3
ク
ラ
ブ
増
加
。

連
合
会
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
会

員
増
強
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
感

じ
た
。

■ 

基
調
講
演

　

�

中
京
大
学 

教
授　

野
口 
典
子 

氏

　

�「
超
高
齢
・
少
子
化
・
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
高
齢
期
～
自
律
的

に
い
き
る
、
同
世
代
同
士
が
支
え

合
う
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

第
２
日
目

■ 

行
政
報
告　

　

�「
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策

の
動
向
と
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
」

　

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

�

課
長　

込
山 

愛
郎 

氏

　

�

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、
市

町
村
は
要
支
援
者
に
対
し
て
独
自

の
地
域
支
援
事
業
に
取
り
組
み
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
団
体
・
住

民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
体
制

づ
く
り
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
関
係

者
と
連
携
・
協
力
し
て
事
業
・
活

動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら
れ
る

期
待
も
大
き
く
広
が
っ
て
き
て
お

り
、
早
期
対
応
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

■ 

分
散
会

　

�

今
回
の
参
加
ク
ラ
ブ
全
ク
ラ
ブ
が

14
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
Ａ
．新

設
の
ク
ラ
ブ
作
り　

Ｂ
．解
散
ク

ラ
ブ
の
防
止　

に
つ
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

■ 

閉
会
挨
拶

　

全
老
連 

常
務
理
事　

齋
藤 

秀
樹 

氏

■ 
感　

想

　

�

単
位
ク
ラ
ブ
の
中
で
は
、
毎
年
決

ま
っ
て
い
る
事
業
や
活
動
を
繰
り

返
し
実
施
し
て
い
れ
ば
良
い
と
い

う
感
覚
で
あ
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
事
業
の
取
り
組
み
や

活
動
内
容
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
思
考
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
の
連
携
体

制
を
密
に
し
て
、
地
域
に
密
着
し

た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

開
会
挨
拶

　

全
老
連 

理
事
・
女
性
委
員
長

�

伊
藤 

八
重
子 

氏

■ 

基
調
報
告

　

全
老
連 

事
務
局
長　

谷
野 

香 

氏

①
地
域
共
生
社
会
の
構
築

　

�

す
べ
て
の
住
民
が
役
割
を
持
ち
、

支
え
合
い
な
が
ら
自
分
ら
し
く
活

動
で
き
る

②
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動

　

�

声
か
け
、
戸
別
訪
問
、
ク
ラ
ブ
新

設
、
解
散
防
止
、
自
治
会
等
他
機

関
と
連
携

③
今
後
の
取
り
組
み

　

�

特
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
役
割
を
担

い
ク
ラ
ブ
の
解
散
を
防
ぐ

■ 

事
例
発
表

○
仙
台
市
老
連 

副
会
長

�

久
道 

悦
子 

氏

　

・�

若
手
委
員
を
増
や
し
、
地
域
で

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会

　

・�

日
中
一
人
暮
ら
し
の
方
が
、
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
、
会
う
人
が

い
る
、
す
る
事
が
あ
る
居
場
所

づ
く
り

○
広
島
市
老
連 

理
事　

木
原 

和
子 

氏

　

・�

み
ん
な
で
考
え
活
動
し
て
い
く
事

　
　

�

朝
と
い
わ
ず
昼
で
も
夜
で
も
会

え
ば
笑
顔
で
声
か
け
、
町
内
の

人
達
は「
知
る
権
利
」

　
　

会
長
は「
伝
え
る
義
務
が
あ
る
」

○
熊
本
県
老
連 

副
会
長　

関 

祐
子 

氏

　

・�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
月
一
回
大

会
を
開
き
賞
品
を
渡
し
て
い
る

　

・�

健
康
づ
く
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

・�

活
動
に
参
加
の
方
々
も
高
齢
な

の
で
若
手
の
方
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
い
る

　

１
日
目
の
ま
と
め

◎
女
性
の
努
力
を
認
め
て
も
ら
う
。

◎�

明
確
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
女
性
が
活
発
に
頑
張
っ
て
い
る
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会

�

鈴
木 

伸
子 

氏

　

�「
気
づ
い
て
つ
な
ご
う
！
高
齢
者

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

に
」（
寸
劇
）

・�

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

　

①
情
報
を
伝
え
る

　

②�

困
っ
て
い
る
サ
イ
ン
を
気
に
か

け
る

　

③�

被
害
防
止
の
た
め
関
係
機
関
に

つ
な
げ
る

　

２
日
目
の
ま
と
め

◎�

声
か
け
か
ら
つ
な
が
り
、
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
、相
談
等
が
出
来
る
。

■ 

閉
会
挨
拶

　

全
老
連 

常
務
理
事

�

齊
藤 

秀
樹 

氏

・�

認
知
症
初
期
の
検
査
を
う
け
よ
う

・�

介
護
保
険
制
度
を
活
用
し
、
地
域

み
ん
な
で
助
け
合
い
、
必
要
な
人

に
必
要
な
手
だ
て
を
す
る
。

■ 

感　

想

　

こ
の
た
び
、
初
め
て
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
で
し
た
が

全
国
の
皆
様
の
活
発
な
意
見
を
聞
く

こ
と
で
、
よ
り
地
域
で
お
互
い
支
え

合
い
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い

く
事
が
と
て
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
勉
強
し
ま
し
た
。
女
性
は
女
性
ら

し
く
、
か
わ
い
ら
し
く
、
優
し
く
、

に
っ
こ
り
し
て
い
る
事
。
セ
ミ
ナ
ー

で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
35
回
都
道
府
県
・
指
定
都
市

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

第29回老人クラブ女性リーダーセミナーに参加して

左から
県老連　福元 秀子
岡山市老連　田村 満須三
県老連　延原 愛子

11
月
17
日
㈮

９
：
30
～
14
：
00

第
２
日
目

11
月
16
日
㈭

13
：
30
～
17
：
00

第
１
日
目

県老連女性副委員長　福元 秀子 ●開催日：平成29年11月16日㈭～17日㈮　●会場：東京都 全社協 第３～５会議室　●参加者数：99名

倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

理
事　

野
田 

俊
明

井
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長　

藤
原 

清
和

◇日程　平成 29 年
　　　　8 月 8 日㈫～ 9 日㈬
◇会場　東京都 全社協
　　　　第 3 ～ 5 会議室
◇参加者
・�都道府県・指定都市老連における
　中心的なリーダー及び
　若手リーダー 82 名
・�都道府県・指定都市老連
　事務局メンバー

5　2018 年（平成 30 年）1月



　

第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
10
月
18
日
㈬
～
19
日
㈭
、

京
都
府
京
都
市
に
お
い
て
全
国

か
ら
１
、６
０
０
名
の
仲
間
の

出
席
の
も
と
、
平
安
神
宮
前
に

あ
る
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
と

み
や
こ
メ
ッ
セ
に
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
老
連

か
ら
は
表
彰
者
8
名
、
一
般
参

加
者
6
名
、
岡
山
市
老
連
か
ら

も
表
彰
者
3
名
、
一
般
参
加
者

3
名
と「
演
じ
る
活
動
」で
の
発

表
者
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
テ
ー
マ
別
に

〇�

第
一
部
会
「
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
新
地
域
支
援
事
業
に
活

か
す
」

〇�

第
二
部
会
「
組
織
的
推
進
に

よ
る
会
員
増
強
運
動
の
展
開

〇
第
三
部
会
「
演
じ
る
活
動
」

の
3
つ
の
活
動
交
流
部
会
に
分

か
れ
活
動
事
例
の
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
会
で
は
3
例
の
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
サ
ロ

ン
活
動
を
中
心
と
し
た
場
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
大
切
さ
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
角
度
で
の
取
り
組
み
、
諸
策

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
会
は
老
人
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
活
動
の
本
質
に
触
れ

る
大
き
な
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
3
つ

の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が

「
絆
」、「
組
織
」、「
活
動
の
活
性

化
」な
ど
推
進
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

し
っ
か
り
主
張
さ
れ
、そ
の
策
・

努
力
・
結
果
に
つ
い
て
多
く
の

内
容
が
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
会
は
全
国
か
ら
6
つ

の
ク
ラ
ブ
の
舞
台
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
か
ら
は
芳
泉
学
区
泉
田

白
寿
会
、
南
輝
学
区
女
性
部
に

よ
る
、
郷
土
芸
能
寸
劇
「
お
か

や
ま
桃
太
郎
伝
説
」「
桃
太
郎

音
頭
」「
下
津
井
節
」
が
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
生
き
生

き
と
し
た
表
情
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
を
演
じ
て
お
り
、
全
国
大
会

と
い
う
晴
れ
の
舞
台
に
立
て

て
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
の

事
で
し
た
。

　

第
2
日
目
は
ロ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
京
都
に
て
講
演
・
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
前
に
真

宗
大
谷
派
僧
侶　

川
村
妙
慶
先

生
に
よ
る
「
心
の
荷
物
を
お
ろ

す
１
０
８
の
知
恵
―
一
人
一
人

が
輝
く
生
き
方
に
―
」
と
題
し

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
は
長
年
「
心
の
問
題
」
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
今
回
も
老

後
の
楽
し
い
暮
ら
し
の
鍵
は
お

心
に
あ
る
と
の
話
が
中
心
で
し

た
。
先
生
ご
自
身
の
若
か
り
し

頃
の
人
生
経
験
も
踏
ま
え
て
、

社
会
で
一
仕
事
を
終
え
た
高
齢

者
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
第
二

の
人
生
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

問
い
か
け
た
数
々
の
知
恵
を
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
確
か
に

高
齢
者
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は

知
識
・
経
験
・
思
い
出
な
ど
十

人
十
色
で
す
が
人
生
の
区
切
り

と
し
て
い
っ
た
ん
心
の
荷
物
を

大
地
に
お
ろ
し
、
荷
物
の
点
検

を
し
っ
か
り
し
て
澄
み
き
っ
た

心
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
た
だ
き
た
い
・
・
・
と
の

説
法
で
し
た
。
確
か
に
「
健
康

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
て
、

活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
体
力
運
動

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
今
健

康
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
認

知
症
」「
躁
う
つ
病
」「
ス
ト
レ

ス
」
な
ど
心
の
問
題
が
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
課
題
に
な
る
ん
だ

な
と
痛
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
宮
津
の
宮

津
祭
「
浮
太
鼓
」
の
演
技
を
堪

能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
歳

の
子
供
か
ら
大
人
に
至
る
ま

で
、
見
事
に
太
鼓
を
打
つ
・
踊

る
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
演
じ
ら
れ

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
程
の
最
後
は
式
典
に
て
5

年
に
1
度
ご
と
の
表
彰
で
あ
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
と
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、
大
会
宣
言
を
承
認
し

て
京
都
大
会
の
幕
は
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
来
年
度
は
12

月
4
日
㈫
5
日
㈬
に
沖
縄
県
宜

野
湾
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
第
46
回

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

京
都
で
開
催
さ
れ
る

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

メ
イ
ン
テ
ー
マ

2018 年（平成 30 年）1月　6

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



�

吉
田　

建
太
郎

　

こ
の
度
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰
（
育
成
功
労

表
彰
）を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
岡
山
県
老

連
、
市
町
村
老
連
の
皆
様
の
ご

指
導
・
ご
支
援
の
賜
物
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は「
健
康
づ
く
り
」

を
主
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
・

推
進
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
力
不
足
で
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
生
活
支

援
を
主
目
的
と
し
た
総
合
事
業

が
全
国
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
「
地
域

づ
く
り
」「
友
達
づ
く
り
」
を

よ
り
積
極
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
」
の
実
現
を
計
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
私
た
ち
高
齢
者
に
と
っ

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
仲

間
と
と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け

合
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
し
、
ま
た
そ
の
実
現
が
会

員
増
強
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

関
連
団
体
と
の
連
携
・
地
域
交

流
・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
他
、
世

代
・
地
域
団
体
と
の
交
流
が
実

現
の
大
き
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

山
上　
　

勤

　

こ
の
度
、
岡
山
県
、
岡
山
市

と
し
て
初
め
て
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
の
演
じ
る
活
動
に
出
演

い
た
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

は
栄
え
あ
る
奨
励
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
現
在
の

実
力
を
精
一
杯
表
現
し
た
結
果

で
す
。
会
場
内
は
笑
い
に
包
ま

れ
、
温
か
い
雰
囲
気
の
ま
ま
で

演
技
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
1
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
泉
田
白
寿
会
が
、

南
輝
女
性
部
の
力
を
お
借
り
し

て
合
同
で
出
演
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
県
・
市
の

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
も
大
変

な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
全
国

の
仲
間
に
立
派
な
芸
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
仲

間
の
皆
様
に
感
謝
・
感
謝
の
言

葉
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。
こ

の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
よ
り
先

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
し
っ

か
り
と
根
を
下
ろ
し
ご
活
躍
の

皆
様
に
長
年
培
っ
て
き
た
多
様

な
社
会
参
加
で
、
生
き
甲
斐
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
で
し
っ
か

り
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　「
育
成
功
労
表
彰
」

　

山
本　

克
彦

　
　

元
岡
山
県
老
連
副
会
長

　

小
林　

寿
満
夫

　
　

岡
山
県
老
連
副
会
長

　

山
上　
　

勤

　
　

岡
山
市
老
連
会
長

　
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

福
南
老
人
ク
ラ
ブ
山
王
会

　
　
（�

津
山
市
金
屋
・
小
桁
・
下

種
・
押
渕
・
荒
神
山
町
内
）

◆
全
老
連
会
長
表
彰

　「
育
成
功
労
表
彰
」

　

安
藤　

美
雄

　
　

鏡
野
町
老
連
会
長

　

吉
田　

建
太
郎

　
　

岡
山
県
老
連
副
会
長

　

守
屋　

和
人

　
　

元
倉
敷
市
老
連
理
事

　

鳥
越　

幸
子

　
　
岡
山
市
鹿
田
学
区
老
連
副
会
長

　

遠
藤　
　

剛

　
　

岡
山
市
老
連
副
会
長

　
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

高
岡
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
（
真
庭
市
上
中
津
井
地
区
）

　

長
屋
長
寿
会

　
　
（
新
見
市
長
屋
地
区
）

　

大
谷
青
寿
会

　
　
（
津
山
市
大
谷
地
区
）

　
「
永
年
勤
続
表
彰
」

　

髙
橋　

美
差
子

　
　

倉
敷
市
老
連
事
務
職
員

�

岡
山
県
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参加
報告

7　2018 年（平成 30 年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



笠
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

生
江
浜
高
寿
会

�

会
長　

松
田　

勝
由　

79
歳

　

学
生
時
代
に
は
写
真
ク
ラ
ブ

活
動
で
フ
イ
ル
ム
撮
影
し
、
現

像
と
焼
き
付
け
を
し
て
楽
し
ん

で
い
た
も
の
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
公
務
員
と
し
て
勤

務
し
10
回
の
転
勤
と
単
身
赴
任

を
繰
り
返
し
、
仕
事
一
筋
で
60

歳
に
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
関
連
の
仕
事
に
65
歳
ま

で
就
き
、
振
り
返
る
と
無
我
夢

中
の
人
生
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
ゆ
と
り
あ
る
楽
し
い
人
生
が

出
来
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
い

つ
の
ま
に
か
家
で
は
邪
魔
者
扱

い
に
さ
れ
、
日
々
の
時
間
を
過

ご
す
の
が
長
く
感
じ
て
し
ま
い

困
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
偶
然
、
日
本

写
真
ク
ラ
ブ
の
県
役
員
で
あ
る

知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
写
真
教
室

に
加
入
し
15
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

今
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の

撮
影
で
技
術
力
が
な
く
て
も

『
ニ
コ
ン
・
キ
ャ
ノ
ン
・
リ
コ
ー
』

等
の
大
手
メ
ー
カ
ー
の
カ
メ
ラ

を
使
用
し
、
撮
影
も
自
動
オ
ー

ト
、
レ
ン
ズ
も
広
角
か
ら
望
遠

の
レ
ン
ズ
で
焦
点
も
『
お
任
せ

撮
影
』。
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し

て
再
修
正
し
て
も
ら
い
、
プ
リ

ン
タ
ー
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
写
真
教
室
に
提
出
す

る
４
枚
の
写
真
撮
影
に
出
か
け

る
の
が
最
近
、
お
っ
く
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
写
真
撮
影
は
凝
れ
ば
凝
る
ほ

ど
、奥
行
き
が
深
く
、ま
た
、撮

影
写
真
の
題
名
の
選
定
が
困
難

な
た
め
、
題
名
の
的
確
な
言
葉

を
探
し
出
す
の
が
あ
る
意
味
で

頭
の
体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

翌
月
の
教
室
で
の
先
生
の
講

評
が
楽
し
み
で
す
が
、
審
査
順

位
は
気
に
せ
ず
撮
影
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
孤
独
な
人
生
を

惚
け
ず
に
楽
し
く
生
き
る
た
め

頭
と
身
体
の
体
操
と
し
て
写
真

撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

早
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

薦
田　

紀
久
男　

73
歳

　

長
年
の
会
社
生
活
を
終
え
11

年
が
経
過
し
た
現
在
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
及
び
町
行
政

の
、種
々
委
員
会
の
委
嘱
委
員
、

ま
た
、
長
年
勤
め
た
会
社
の
退

職
者
組
織
の
会
長
を
受
け
る

等
々
、
結
構
、
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

会
社
生
活
時
は
仕
事
の
忙
し

さ
に
か
ま
け
、
地
域
と
の
関
わ

り
は
妻
任
せ
で
、
殆
ど
関
与
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
分
、
退
職
後
は
、
地
域

の
事
に
関
し
て
私
に
で
も
貢
献

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
進
ん
で

取
り
組
も
う
と
思
い
、
頼
ま
れ

れ
ば
何
で
も
引
き
受
け
ま
し
た

が
、
如
何
せ
ん
、
会
社
で
の
仕

事
と
違
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
性

の
強
い
事
業
運
営
は
非
常
に
難

し
く
、
事
案
の
処
理
等
解
決
に

度
々
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

悩
み
の
解
消
策
と
し
て
、
趣
味

に
目
を
向
け
て
、
気
分
転
換
を

図
る
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

趣
味
の
一
つ
と
し
て
、
二
十

数
年
前
か
ら
始
め
た
、
古
典
園

芸
植
物
（
石せ

っ

斛こ
く

、
風
蘭
等
々
）

の
栽
培
に
、
力
を
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
石

斛
」
の
育
成
は
、
奥
が
深
く
、

な
か
な
か
満
足
の
い
く
よ
う
な

姿
に
成
長
し
ま
せ
ん
が
、
春
の

芽
吹
き
、
並
び
に
清
楚
な
開
花

の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
時
と
し
て
、
親

株
よ
り
変
化
し
た
新
芽
が
出
る

と
多
い
に
感
動
し
て
お
り
ま

す
。
日
常
、
四
季
折
々
の
「
石

斛
」の
姿
を
、時
を
忘
れ
見
入
っ

て
い
ま
す
。

　

又
、
も
う
一
つ
の
趣
味
と
し

て
、
会
社
を
退
職
後
本
格
的
に

練
習
に
取
り
組
ん
だ「
ゴ
ル
フ
」

を
す
る
事
で
す
。
な
か
な
か
上

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
競
技

を
し
て
い
る
時
の
爽
快
感
は
何

事
に
も
変
え
難
い
も
の
で
あ
る

と
共
に
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
人

よ
り
多
く
歩
く
事
、
体
を
動
か

す
事
で
、
健
康
増
進
に
繋
が
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
私
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
種
々
の

事
業
は
、
高
齢
者
が
何
時
ま
で

も
、「
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
の
あ
る

人
生
」
を
送
る
、
を
究
極
の
目

標
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本
理
念
で

あ
る
【
生
き
が
い
づ
く
り
】【
健

康
づ
く
り
】【
仲
間
づ
く
り
】【
地

域
づ
く
り
】
を
活
動
の
原
点
と

し
て
、
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

玉
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
田
井
地
東
江
会

�

会
長　

坊
寺　

美
彦　

82
歳

　

今
や
人
生
90
年
代
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
郷
土

は
児
島
半
島
の
東
端
に
位
置

し
、
南
は
波
穏
や
か
な
瀬
戸
の

内
海
に
面
し
、
自
然
の
美
観
に

恵
ま
れ
、
気
候
は
温
暖
で
、
風

光
明
媚
な
所
で
す
。

　

皆
様
も
ご
承
知
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
石
川
遼
君
が
優
勝
し
た
東
児

が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ
Ｇ
Ｃ
の
在
る

地
区
が
私
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

農
家
の
後
継
ぎ
に
も
関
わ
ら
ず

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界
へ
、
60

歳
で
定
年
退
職
、
40
年
ぶ
り
に

帰
岡
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

老
人
会
に
は
帰
岡
２
年
後
に

入
会
し
、
定
番
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
、
演
芸
大
会
、
親
睦
旅
行
、

世
代
間
交
流
等
の
行
事
に
参
加

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
農
家
の
後
継
で
在
る

た
め
、
温
室
（
ガ
ラ
ス
室
）
及

び
田
畑
な
ど
の
管
理
も
あ
り
ま

す
。
60
歳
代
は
農
作
業
も
苦
に

成
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
齢

を
重
ね
る
に
従
い
身
体
の
老
い

を
感
じ
て
い
た
折
、
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
の
影
響
で
農
村
地

帯
は
年
々
耕
作
放
棄
地
が
拡
大

す
る
現
状
を
懸
念
し
、
地
区
で

農
業
に
取
り
込
ん
で
い
る
住
人

10
数
名
と
地
元
の
土
地
を
守
る

組
合
｛
ふ
れ
あ
い
農
園
｝
を
立

ち
上
げ
、
放
棄
地
の
再
生
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
公
助
で
圃
場
を
整
備

し
、
雑
穀
作
物
栽
培
に
限
定
さ

れ
ま
す
が
ソ
バ
の
栽
培
、収
穫
、

そ
し
て
そ
ば
打
ち
の
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
実
施
し
ま
し
た
。

　

栽
培
作
物
は
タ
カ
キ
ビ
、
エ

ン
ド
ウ
、
大
豆
、
ク
ワ
イ
等
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
と
の
共
助
で
放
棄
地

の
拡
大
は
抑
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
園
の
設
立
は
有
意
義
で

あ
り
、
栽
培
面
積
の
拡
大
が
目

標
で
す
が
、
近
年
の
異
常
気
象

と
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
等
）
に
よ

る
作
物
被
害
が
拡
大
し
、
苦
慮

し
て
い
ま
す
。

　

共
助
に
よ
る
社
会
へ
の
奉
仕

は
限
界
か
、
い
や
高
齢
者
時
代

の
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
は
今

こ
そ
決
意
新
た
に
生
き
が
い
を

求
め
、
わ
が
身
を
認
識
し
、
適

度
な
運
動
、適
切
な
食
に
よ
り
、

健
康
寿
命
を
守
る
と
同
時
に
、

共
助
で
自
然
や
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会員の

声

趣
味
で
気
分
転
換

趣
味
の
写
真
撮
影
で

�

惚
け
防
止

自
助
は
限
界
、

�

共
助
で
農
村
美
化

画題『何かな』
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奈
義
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

西
原
桜
美
会
会
長

�
元
番　
　

實　

84
歳

　

奈
義
町
は
、
県
北
東
部
の
自

衛
隊
日
本
原
駐
屯
地
の
あ
る
人

口
約
６
、１
０
０
人
の
小
さ
な

町
で
す
。

　

高
齢
化
率
は
33
％
で
、
町
老

連
の
会
員
数
は
、
21
ク
ラ
ブ
・

９
６
３
人
で
す
。
会
員
増
強
に

力
を
入
れ
た
結
果
、
前
年
よ
り

54
名
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

町
老
連
の
活
動
と
し
て
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
親
睦
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
会
員
日
帰
り
研

修
会
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
に
行
い
ま
し
た
親
睦
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、
今
年
で
34
回

に
な
り
参
加
者
３
６
０
人
で
、

親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
昼
食
を

取
り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

私
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
西
原
桜

美
会
に
入
会
し
た
の
は
、
平
成

14
年
で
65
歳
の
時
で
し
た
。
２

年
目
に
副
会
長
に
な
り
、
途
中

前
会
長
の
病
気
に
よ
り
、
１
年

で
会
長
を
引
き
継
ぎ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

西
原
桜
美
会
の
活
動
は
、
会

員
数
が
67
名
で
、
毎
月
行
事
予

定
表
を
つ
く
り
、
会
員
に
配
布

し
ま
す
。

　

定
期
的
な
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の

午
前
中
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
前
中

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

練
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

月
１
回
９
時
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で

地
域
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
講
師
を
招
い
て
講
話
を
聴

い
た
り
、
囲
碁
ボ
ー
ル
を
し
た

り
、
会
食
懇
談
を
し
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

45
名
程
度
で
す
。

　

こ
う
し
た
町
老
連
、
西
原
桜

美
会
の
活
動
に
、
多
く
の
会
員

が
参
加
し
て
認
知
症
の
予
防
の

た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
私

も
84
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
つ
い
て
き
て
く

れ
る
の
が
励
み
と
な
り
楽
し
み

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
増
強

に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
、
二
度
病
に
遭
い
入

院
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
皆
さ

ん
の
温
か
い
言
葉
に
支
え
ら
れ

て
元
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

恩
返
し
と
思
い
会
長
任
期
中
は

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
咲
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
老
人
ク
ラ
ブ

�
会
長　

岡
田　
　

寿　

68
歳

　

個
々
人
に
記
憶
を
呼
び
起
こ

す
光
景
、
音
、
味
な
ど
が
あ
る
。

私
は
匂
い
で
情
景
を
思
い
出
す

こ
と
が
あ
る
。
子
ど
も
の
頃
に

吸
っ
た
匂
い
に
行
き
当
た
る
。

　

春
に
は
粗
末
な
弁
当
持
参
で

小
学
生
の
遊
び
仲
間
と
花
見
に

出
掛
け
た
野
山
の
匂
い
。
そ
の

匂
い
で
『
あ
っ
、
春
盛
り
だ
』

と
感
じ
る
。
あ
の
匂
い
は
？

三
十
路
も
過
ぎ
て
気
に
な
り
、

あ
る
年
の
春
、
思
い
出
の
匂
い

に
出
会
っ
た
。
周
辺
の
花
を
嗅

ぎ
回
り
、
キ
サ
サ
ギ
（
ヒ
サ
カ

キ
）
の
花
に
た
ど
り
着
い
た
。

『
あ
ぁ
こ
の
花
だ
』
子
ど
も
の

頃
に
遊
ん
だ
春
の
匂
い
に
よ
う

や
く
た
ど
り
着
い
た
。

　

私
の
四
季
の
香
り
匂
い
は
何

だ
ろ
う
か
。

　

夏
は
牛
の
餌
に
す
る
干
し

草
。
夏
休
み
に
畦
草
を
刈
り
干

す
手
伝
い
を
す
る
。
干
し
あ

が
っ
て
集
め
た
干
し
草
を
布
団

に
し
て
手
伝
い
半
分
で
遊
ん
だ

時
の
干
し
草
の
匂
い
だ
。

　

秋
は
稲
穂
木
を
抜
け
て
変
わ

る
稲
の
香
ば
し
い
匂
い
。
子
ど

も
の
頃
は
各
家
の
決
ま
っ
た

稲
穂
木
場
が
あ
り
、
７
〜
８
段

の
高
穂
木
が
集
落
の
風
物
だ
っ

た
。
側
を
通
る
と
匂
っ
て
く

る
。
現
在
、
我
家
だ
け
と
な
っ

た
高
穂
木
だ
が
、
こ
の
匂
い
を

楽
し
み
に
難
儀
な
作
業
を
続
け

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
ふ
っ

と
思
う
。

　

冬
は
炬
燵
の
炭
の
匂
い
。
一

家
団
ら
ん
の
堀
炬
燵
に
炭
を
足

し
も
ぐ
り
込
む
と
一
酸
化
炭
素

か
二
酸
化
炭
素
か
知
れ
ぬ
が
炭

が
お
こ
る
匂
い
が
頭
に
残
っ
て

い
る
。
炬
燵
に
入
っ
た
親
父
の

足
の
匂
い
に
は
閉
口
し
た
が
、

亡
き
父
の
懐
か
し
い
思
い
出
の

匂
い
で
も
あ
る
。

　

思
い
出
す
と
子
ど
も
の
頃
に

体
験
し
た
匂
い
ば
か
り
。
現
代

人
は
匂
い
に
過
敏
に
反
応
し
、

匂
い
を
消
し
た
り
付
け
た
り
が

流
行
っ
て
い
る
果
た
し
て
こ
れ

で
え
え
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
。
き
れ

い
社
会
の
落
と
し
穴
に
な
ら
ね

ば
良
い
の
だ
が
。

四
季
の
匂
い

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

�

励
ま
さ
れ
て

稲穂木と雲海　日本の原風景
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と ぴ っ く す

吉備中央町

鏡野町

真庭市

吉川老人クラブ　吉備中央町老人クラブ連合会　会長　井上 弘志

会員が健康で、地域は美しく

　吉備中央町（旧御津郡加茂川町・旧上房郡賀陽町の２町が平成16年10
月１日合併で誕生）は、岡山県の中央「へそ」にあたる高原の町であり、そ
の町の南東部に位置する古くからの農村地区が吉川です。吉川老人クラ
ブは、南北２つに分かれています。同じことをするのだから、１つでもよ
いのですが以前から２つになっています。本年度の会員は、南70名・北
52名で新加入は11名でした。吉備高原都市地域は別組織となり吉川とは
別のクラブです。
　全体活動の主なものは、まず４月の総会で始まります。近年は移動総
会が多く、近くの送迎をして下さる施設で行うことがほとんどです。今年
は、国民宿舎サンロード吉備路で行いました。
　また、研修旅行は、年１回近回りの見学場所を選んで実施しています。
今年は鳥取砂丘で砂の芸術を鑑賞しました。さらに10月には有志で、グ
ラウンド・ゴルフ大会（本年の参加者は43名）を行います。
　平素の活動では、月々、吉川八幡宮・吉川公民館の外回り・重森三玲
記念館・資料館（元吉川村役場の庁舎＝明治時代の由緒ある建物）等を清
掃しています。草取り、草刈り、掃き掃除などが中心で、清掃が終わると、
茶菓子やコーヒーで世間話となります。保育園や学校から要請があれば
その旨を連絡したり、次回の活動を確認したのち散会します。ちなみに、

５月、10月は吉川小学校の児童
も活動に協力してくれます。
　そのほか、吉川小学校の野菜
作りの指導、その出来た野菜を
一緒に食べる収穫祭、12月のし
め縄作りの指導も続けています。
長く続いているので、５・６年生
には素晴らしい作品を作る児童
も増えてきました。また、最近で
は親子で作ったりもしています。
　吉川保育園とは、交流会や芋
煮会等で交流をしています。神

護寺では保育園の園児を中心に月
遅れの花祭り、地蔵祭り（交通安
全指導）を協賛しています。また、
年末には、吉川八幡宮、吉川公
民館の門松作りも行います。こ
のように地域を美しく彩り、会
員も健康でいられるよう活動し
ています。

鏡野町　成段芳寿会　会長　加納 正之

ハツラツサークルで
楽しく元気に

　私の住んでいる鏡野町古川成段地区は、92世帯あり60歳以

上が112人で、高齢化率が33％となっています。

　今までの老人クラブ活動は、輪投げ大会・ゲートボール大会

などで、日ごろから元気で足腰の達者な人でなければ参加して

楽しむことができませんでした。
　そんな中、町の地域包括支援センターから「“ハツラツサーク

ル”を立ち上げてみませんか」とお話があり、老人クラブで「やっ

てみよう」と意見が一致し、実施することになりました。

　このサークルは、自主運営で週１回開催、筋力アップ体操を

通して、体力の維持向上を図り、おしゃべりやお茶会で閉じこ

もりを防ぎ楽しく集う場になっています。

参加した皆さんは、「集まることでみんなの元気な顔が見える」

「普段会えない人に会える」「話ができる」と毎週楽しみにしてい

ます。普段の生活の中で生きがいや意欲の向上につながってい

るようです。
　今後も老人クラブ会員自らが地域の活動に積極的に参加して、

支えあいながら健康で楽しく長生きできる地域になるよう頑

張っていきたいと思います。

真庭市久世支部シニアクラブ連合会　広報委員　前原 孝正
久世支部シニアスポーツ大会開催

　真庭市は、中国山脈の麓旭川源流に始まる清流に沿って連なる里山で、蒜山を代表と

する観光にも恵まれた地域です。その中で久世は市のヘソともいえる所で、商工業地、

市役所のある中心的地域と自慢できます。

　真庭市老連傘下の久世支部の会員数は、23クラブ741人で構成されるシニアクラブです。

　会員の健康保持と生きがいを高めるため、高齢者福祉の増進を図ることを目的とし

た年間行事のひとつであるスポーツ大会が、今年度第13 回を迎え９月５日に開催され

ました。
　開会式には、太田市長より、「諸先輩方の元気と明るさを目にして大きな喜びを感じま

す。今後ともこの力を真庭市発展のために多くのご協力を戴きたい」との激励の祝辞を頂

戴し、輪投げ・ゲートボール・スナッグゴルフ・玉入れの４種目を地区対抗の15チームで

争いました。
　昔に比べ、核家族化と就業年齢の上昇等過疎化の影響を受け、高齢化と参加人数も減

少してきましたが、「人生100年時代」が叫ばれる時、90歳以上の競技者も３名参加され

ました。最高齢者93歳の池田さんに感想を尋ねると、「若い人との

一時は楽しく若返る力が貰える」と話され若々しく矍鑠（かくしゃく）

としたプレーで活躍されていました。
　競技そのものは単純で体力はあまり必要ではないですが、熟練を

要する種目となっており、大きな歓声と声援に溢れ、また、旧交を

温める出会いの大会となりました。
　大会実行責任者である支部会長の思いは、「元気で明るいシニア

会員で地域の長寿社会形成に貢献できる大会です。真庭市すべての

老人クラブの活動を活性化する起爆剤として、市の中心地久世より発

信できるよう願っています。」と熱く語られました。

　今後も継続できる活動となる様願っています。

2018 年（平成 30 年）1月　�



瀬戸内市

高梁市

瀬戸内市老人クラブ連合会事務局　木下 武夫
老人スポーツ大会で一喜一憂

　我が瀬戸内市老連邑久支部は８地区30クラブ会員2,163人の巨大組

織ですが、市制発足以来恒例行事（13回目）となっているのが、毎年10

月の第１週金曜日に行う老人スポーツ大会です。「邑久町内の高齢者がス

ポーツを通じ、互いに交流し親睦を深めるとともに、体力の向上、健康

の維持・増進に対する意識を高める。」を目標に350人近い高齢者が一堂

に会し、ニュースポーツの競技に一喜一憂する一大イベントであります。

競技は得点競技４種目、⑴クロリティー（輪投げ） ⑵室内グラウンド・ゴ

ルフ ⑶ラケットスプーンレース ⑷玉入れなどです。

　各競技とも１チーム10人の選手で９チームが地区対抗戦を繰り広げま

す。応援合戦でも盛り上がります。最後に「皆で踊ろう！瀬戸内音頭！！」、

市民の有志が作詞作曲した、瀬戸内市の特産品「オリーブ」や文化遺産

「備前長船の刀剣の里」、詩人「竹久夢二」や「喜之助人形劇」などを歌い

込んだPR音頭の歌に合わせ、邑久Ｂ＆Ｇアリーナの会場いっぱいに参加

者全員が２重３重の輪になって踊る様は圧巻です。

　このような大会を通じて結束できる組織であるから、クラブの様々な

魅力ある事業も積極的に取組むことが出来ているのだと思います。

　その他、市老連では、「次世代育成交流事業」として市内幼稚園との

交流、また、みずほ教育福祉財団助成事業で「介護予防・健康づくり

リーダー養成研修」研修後のキャンペーンイベントの企画開催などにチャ

レンジしております。これらの活動も結束力で盛り上げていきたいと思

います。

高梁市有漢地域老人クラブ　会長　大月　進

有漢地域老人クラブの活動

　有漢地域老人クラブのある、有漢町は岡山県中央部に位置しており、町の中央部にある常山公園には、町のシンボルである『石の風ぐるま』があり、多くの方が観光に訪れています。また、米やブドウなど多くの農産物を生産するのに適している地域でもあります。有漢地域老人クラブは、町内８単位クラブを以って平成７年に設立し、22年目を迎え、会員数は240名で、３つの部を設けて各種事業、行事等を企画し、活動を行っています。　健康推進部では、『いつでも』『どこでも』『だれでも』人と接する機会が増え、身体を動かすことにより健康寿命の延伸に繋がると言われているグラウンド・ゴルフをスポーツとして位置づけ、月例会として毎月第３水曜日に練習会を行い、練習の成果を発揮するべく年２回の大会を開催しております。また、「元気の出る会」と称して、町内の単位クラブが集まり、健康に関する各種講演会等を行っています。　総務企画部では、各種研修会や学習活動への参加、また、広報紙を作成し、クラブ活動の普及に努めております。
　女性部では、有漢地域の女性会員が集まって手芸教室を開催したり、新年を迎えるにあたり、お正月用の寄せ植えなどを行ったりしながら情報交換、交流を図っています。　また、次世代育成支援に力を入れており、地域の小学校児童１・２年生を対象としてコマ回し、けん玉、お手玉、あやとりなどの昔遊びを通じた交流を活発に行っています。本年度は、６年生を対象として昔の有漢町の様子や出来事などを話し、昔の事を後世に繋げる取り組みも行っております。　引き続き、有漢地域老人クラブでは、地域づくりの組織として、また、会員促進に向けた取り組みや新たな活動など工夫を凝らしながら、活動を行っていきたいと思います。
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

去
る
6
月
29
日
㈭
～
30
日
㈮
参

加
者
約
３
０
０
名
が
一
堂
に
会

し
、
広
島
県
呉
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
は
、
県
老
連
参
加
者
7
名
の

ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
分
科
会
の
座
長
と
し

て
大
会
運
営
に
貢
献
で
き
た
の
で
、

特
に
強
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

◆
全
体
会

　
基
調
報
告

　

全
老
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常
務
理
事

�

齊
藤 

秀
樹 

氏

　

少
子
・
高
齢
化
が
い
ち
だ
ん
と

進
展
し
て
い
く
な
か
で
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
数
が
減
る
現
状
に
ど
う

対
処
し
て
い
く
か
、
大
き
な
課
題

で
あ
る
等
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
の

発
展
に
向
け
て
の
提
案
等
が
あ
り

ま
し
た
。

１
．
老
人
ク
ラ
ブ
百
万
人
会
員
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強
運
動
の
推
進

２
．
新
地
域
支
援
事
業
計
画
に
向

け
た
取
り
組
み

３
．
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進

　

人
生
百
歳
時
代
を
む
か
え
て
、

こ
れ
に
対
処
で
き
る
意
欲
的
・
創

造
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え

る
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

◆
分
科
会

第
一
分
科
会

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
」

〇
事
例
発
表
⑴

　

岡
山
県
老
連　

金
子 

賢
一 

氏

　

倉
敷
市
真
備
地
区 

箭
田
長
寿
会

　

�「
タ
ケ
ノ
コ
・
い
き
い
き
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体
操
の
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組
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山
市
老
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入
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ラ
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連　
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広
島
市
中
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幟
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ラ
ブ

　
「
創
作
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ス
で
絆
を
強
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〇
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表
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香
川
県
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連　

藤
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芳
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氏

　

香
川
県
三
豊
市 

上
高
野
長
寿
会

　

�「
上
高
野
長
寿
会
の
声
か
け
・

見
守
り
隊
」

　

～
笑
顔
見
た
く
て
こ
ん
に
ち
は
～

第
二
分
科
会

「
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

事
例
発
表
三
例

　

山
口
県
・
徳
島
県
・
愛
媛
県

第
三
分
科
会

「
が
ん
ば
る
！
若
手
委
員
会
」

　

事
例
発
表
三
例

　

鳥
取
県
・
島
根
県
・
高
知
県

◆
交
流
会

〇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

広
島
市
老
連
会
員
に
よ
る
民

謡
・
民
舞
が
あ
り
、
な
か
で
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
の
振
付
け
は
、

衣
裳
・
団
扇
等
と
あ
い
ま
っ
て
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

各
県
代
表
1
名
が
カ
ラ
オ
ケ

で
、
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

◆
講
演
会

　

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

�

戸
高 

一
成 
氏

　

�「
呉
の
元
気
を
発
信
す
る
大
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

平
成
17
年
開
館
以
来
、
国
の
内

外
（
特
に
外
国
）
か
ら
、
年
間
約

１
０
０
万
人
の
来
館
者
が
あ
り
、

日
本
国
内
で
も
稀
有
の
実
績
だ
そ

う
で
す
。
敗
戦
国
か
ら
世
界
一
の

造
船
国
へ
、
戦
い
に
勝
っ
た
国

（
米
国
等
）
か
ら
の
注
文
を
受
け

繫
栄
し
て
お
り
、
世
界
一
の
軍
艦

大
和
を
造
っ
た
技
術
は
「
技
術
は

死
な
な
い
」
と
今
も
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
技
術
は
優

秀
な
り
と
原
爆
の
街
と
、
造
船
世

界
一
と
い
う
二
つ
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。

◆
全
体
会
（
総
括
・
ま
と
め
）

　

講
師　

小
川 

全
夫 

氏

�

全
老
連
評
議
員

　

最
初
に
、
第
一
分
科
会
の
運
営

に
つ
い
て
講
評
さ
れ
、
次
に
、
事

例
発
表
⑴
岡
山
県
老
連
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「
タ
ケ

ノ
コ
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
取
り

組
み
」
金
子
賢
一
氏
の
実
践
内

容
を
と
り
あ
げ
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
の
自
然
・
風
土
に
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し

た
生
産
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（
米
・
野
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・
果
樹
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タ
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竹
の
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用
）
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す
す
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、
社
会
情
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の
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応
し
て
い
く
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す
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で
、
高
齢
者
の
実
態
か
ら
創
出
し

た
活
動
「
タ
ケ
ノ
コ
・
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
へ
最
初
は
杖
を
使
っ

て
や
っ
と
参
加
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て
い
た
人
が
次

第
に
杖
を
使
わ
な
い
で
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い
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加
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来
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よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
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間
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増
加
し
て
き
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と
、
こ
の
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が
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
入
会
に
つ
な
が
っ
て
く
る
き
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か
け
に
な
っ
た
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と
、
こ
れ
ら
が

全
老
連
・
各
県
老
連
が
最
大
の
努

力
目
標
に
し
て
い
る
会
員
増
強
へ

の
実
践
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
解
決
の
道
は
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
問
題
か
ら
、
地
域
全

体
へ
、
地
域
を
支
え
、
地
域
に
支

え
ら
れ
る
活
動
が
重
要
で
、特
に
、

そ
の
方
向
性
と
将
来
性
を
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
市
老
連
の
「
ゆ
う

ゆ
う
ク
ラ
ブ
」
の
事
例
に
つ
い
て

も
、
女
性
会
長
を
中
心
に
、
創
意

工
夫
し
た
活
動
の
成
果
を
、
岡
山

県
老
連
事
例
と
併
せ
て
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
計
画
で
も
、
地
域
の
関

連
団
体
と
連
携
し
な
け
れ
ば
進
展

し
な
い
と
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
通
り
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
9
月
22
日
㈮
き
ら
め

き
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
お
い
て
、
県

老
連
女
性
委
員
会
第
24
回
幹
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
原
委
員
長
以
下
14
名
の
幹
事

会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
県
老
連
か

ら
藤
本
会
長
、
小
林
副
会
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

藤
本
会
長
、
延
原
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
次
の
議
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

❶�

２
万
５
千
人
会
員
増
強
運
動
の

状
況
に
つ
い
て

❷�

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

�

事
務
局
か
ら
、
２
万
５
千
人
会

員
増
強
運
動
の
現
状
と
新
地
域

支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
、
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

❸�

本
年
度
の
地
区
別
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
つ
い
て

　

�

現
在
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
備

前
地
区
と
美
作
地
区
の
代
表
か

ら
、
計
画
内
容
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

❹�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
に
つ
い
て

　

�

開
催
日
時
や
講
演
を
誰
に
依
頼

す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
開
催
日

は
平
成
30
年
3
月
1
日
㈭
女
性

委
員
会
第
34
回
総
会
後
の
午
後

で
、
講
演
は
、
就
実
大
学
教
育

学
部
教
授
の
村
中
由
紀
子
氏
と

岡
山
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
の
松
尾
敏
子
氏
を
候
補
と
し

て
事
務
局
か
ら
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

❺
そ
の
他

　

�

藤
本
会
長
が
、
高
齢
者
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
美
作
会
場

で
「
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
も
っ
と
狭
い
範
囲
の
地

域
で
開
催
で
き
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
っ
た
旨
を
紹
介
し
ま

し
た
。
交
通
手
段
の
問
題
を
抱

え
、
あ
ま
り
遠
く
の
研
修
会
に

は
出
席
し
に
く
い
実
情
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

は
、
予
算
の
制
約
等
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
問
題
は
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
現

行
ど
お
り
3
地
区
で
開
催
を
継

続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
岡
山
の
林 

美
穂
先
生
に

「
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
カ

ラ
ー
心
理
学
」
に
つ
い
て
、
実
演

を
交
え
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
頭
や
手
か
ら
心
を
癒

す
」
が
近
年
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
頭
は
ス
ト

レ
ス
を
受
け
て
緊
張
状
態
が
続
く

と
、
頭
皮
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
て

頭
が
コ
リ
、
反
対
に
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
る
と
頭
皮
が
む
く
ん
で
ゆ
る
く

な
っ
て
し
ま
い
不
健
康
状
態
に
な

る
こ
と
、
ま
た
手
は
、
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
っ
た
り
気
持
ち
が
後
ろ
向

き
に
な
る
と
冷
た
く
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
り
気
力
が
充
実
し
て
い
る

時
は
暖
か
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
実
演
指
導
に
よ
り
、

頭
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法
、
手
首
の

関
節
や
手
の
運
動
、
手
や
腕
の
ツ

ボ
（
神
門
、
内
関
、
手
の
三
里
）

押
し
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
色

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
や
能
力

が
隠
さ
れ
て
お
り
、
色
を
効
果
的

に
意
識
し
て
使
え
ば
、
心
身
と
も

に
健
や
か
な
日
々
が
送
れ
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
時
間
あ
ま
り
の
お
話
と
実
演

で
し
た
が
、
受
講
し
た
皆
さ
ん
か

ら
「
あ
っ
と
言
う
間
に
時
間
が
経

過
し
、
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
と
楽
し

い
講
演
で
あ
っ
た
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会に参加して

女
性
委
員
会 

幹
事
会
開
催

県老連副会長　小林 寿満夫

平成29年度

2018 年（平成 30 年）1月　�



平成30年度地域の元気づくり事業大募集！！

岡山県老人クラブ連合会事業
▼ ▼ ▼大学・研修・講習会

事　業　名 平成29年度 平成30年度

老人福祉大学 岡山・倉敷・津山・高梁（各5回）
受講者数　1,164名

岡山・倉敷・津山・高梁（各5回）
募集受講者数　1,420名

高齢者地域リーダー研修会 岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作（各会場1回）
参加者数　456名

岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作（各会場1回）
募集参加者数　600名

地区別女性リーダー研修会 備前・備中・美作地区（各地区1回） 備前・備中・美作地区（各地区1回）

地区別高齢者スポーツ大会 備前・美作地区（各地区1回） 備前・備中・美作地区（各地区1回）

受講対象者：老人クラブ会員及びそれぞれの事業に関心のある地域高齢者などの方が受講できます。

県老連では助成事業として「健康づくり・介護予防事業」「次世代育成支援事業」「シルバー基金助成事業」それぞれの事業を募集しています。
できるだけ多くの老連で活用していただくため、実施できる事業種目もできるだけ幅広くし多様な要望に対応できるようにしています。

経費の使い道など多少厳しいお願いをすることもあるかもしれませんが、ご不明な点等は県老連にお問い合わせください。
皆様のご応募お待ちしております。

●H28津山市老人クラブ連合会
　施設訪問

●H28赤磐市老人クラブ連合会
　赤磐シニア大学大運動会

●H28倉敷市老人クラブ連合会
　芋ほり体験学習

●一人暮らし高齢者の見守り活動
●買い物代行サービス事業
●ふれあいいきいきサロン� など

●ウォーキング講習会
●体力測定会
●料理教室
●健康教室� など

●見守り活動
●子育て相談会
●昔遊び、昔の暮らし体験、交流会
●郷土の歴史探訪� など

次世代育成支援事業
活動例

健康づくり・介護予防事業
活動例

シルバー基金助成事業
活動例

�　2018 年（平成 30 年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



◆加入促進表彰◆

◆税務署よりお知らせ◆

　28年度に実施した会員加入促進について優秀な
成績をあげられた次のクラブに対し、表彰状が贈
られました。
　29年度事業についても同様の表彰を行います
ので、単位クラブ等におかれましては、引き続き、
会員加入促進活動の推進を宜しくお願い致します。

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置し
ている市町村老連の単位クラブで次のいずれか
の基準に該当する単位クラブとする。
（単位クラブ）
①�30人以上の単位クラブで平成29年4月1日の
会員数が、前年同日（平成28年4月1日）より

10パーセントの増員数（純増）以上であること。
②�新規に設立されたクラブ又は、休会・解散し
たクラブを復活させたクラブであること。　
該当期間：平成28年4月1日～

� 平成29年3月31日
③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とします。

情 報 交 差 点

単位クラブ（57 団体）

倉敷市 帯高八光会
21クラブ 不洗睦会

花の街老人クラブ
平田北福寿会
日ノ出町２丁目長寿会
二子万寿会
松寿会
藤戸長寿会
田ノ上幸せ会第二
カトレアの会
茂浦第二長寿クラブ
水島すこやかクラブ
田之浦第 5若潮会
田和悠遊クラブ連合会第一クラブ
赤崎第一シニア友愛クラブ
赤崎第三シニア友愛クラブ
鶏尾・田之内融和会
尾崎長寿会
妹長寿会
第２二万長寿会
箭田北長寿会

笠岡市 吉田西長楽会
1クラブ

井原市 梶江鶴寿クラブ
2クラブ 大江福寿会
新見市 三光会
1クラブ

備前市 坂根老人クラブ
9 クラブ 新庄第一長寿ｸﾗブ

山田原老人クラブ
東小路ゆうあいクラブ
日陽小路ゆうあいクラブ
四軒屋ゆうあいクラブ
宮奥ゆうあいクラブ
三軒屋東ゆうあいクラブ
三軒屋ゆうあいクラブ

瀬戸内市 せとうち晴ればれシニアクラブ
4クラブ 潤徳友和会

田辺里老人会
富岡東老人クラブ

真庭市 新町老人クラブ
5 クラブ 水田東老人クラブ

中町おきな会
悠々クラブ
若返り会

美作市 向原 ･美久津長寿会
7クラブ 朽木みずほクラブ

大原健康クラブ
楢原中喜楽会
竹田喜楽会
福本福寿会
尾谷下火打谷老人クラブ

浅口市 鳩ケ丘宝寿会
2クラブ 町寿会
矢掛町 山田老人クラブ
2クラブ 三谷老人クラブ
吉備中央町 岨谷老人クラブ
3クラブ 宮地老人クラブ

八幡老人クラブ

新規クラブ（5 団体）
倉敷市 小溝西ー Bシニア・クラブ

あちメロウクラブ B
第３二万長寿会
玉川町和み会

赤磐市 友心クラブ

復活クラブ（2 団体）
倉敷市 観音台老人クラブ

玉島長尾高瀬通し老人クラブ

合計：64 団体（12 市町村）

❶ 公的年金等の収入金額の合計額が、400万円以下である

はい

はい

いいえ

いいえ

❷ 公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、20万円以下である
　→例えば、給与の収入金額が85万円以下の場合が当てはまります。

源  泉  徴  収  税  額  が  …

ない あ　る
納税 又は 税額ゼロ 還 付

税務署への確定申告は不要
です。
ただし…
１ �株式等の損失を翌年に繰り

越すなどの場合は、確定申告
が必要です。

２ �住民税の申告が必要にな
る場合があります。（詳しくは､
お住まいの市区町村にお尋ねくだ

さい。）

所得税及び復興特別所

得 税の還付を受け
られる方は、税務署
への確定申告が必
要です。

公的年金等を受給されている方へ
確定申告が不要になる場合があります!!

税務署への確定
申告が必要です。

公的年金等を受給されている方は、以下のフローチャートにより
所得税及び復興特別所得税の確定申告の要否を確認してください。

申告書等は、国税庁ホームページ「確定
申告書等作成コーナー」で作成できます！

（www.nta.go.jp）

平成29年分の確定申告から、領収書の代わりに
医療費控除に関する明細書の添付のみで
申告ができるようになりました。
※�医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります（税務
署から求められたときは、提示又は提出しなければなりません。）。
※�医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細
の記入を省略できます（医療費通知とは、健康保険組合等が発
行する「医療費のお知らせ」などです。）。

（注）�平成29年分から平成31年分までの確定申告については、
医療費の領収書の添付又は提示によることもできます。

申告会場は大変混み合いますので、
確定申告書の作成は、便利な

「確定申告書等作成コーナー」で！

e-Taxで送信
又は

書面で提出

詳しくは 国 税 庁

※事前準備が必要です。

・還付がスピーディー
・添付書類の提出省略 印刷して

郵送等で提出

書面
提出e-Tax

医療費控除の 

　領収書が提出不要 となりました

明細書を作成して提出すればOK！

マイナンバーの入力と本人確認書類の提示又は
写しの添付が必要です。ただし、e-Taxで送信
すれば本人確認書類の提示等は不要です。

作  成  し  た  申  告  書  は

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

2018 年（平成 30 年）1月　�
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2月15日㈭・16日㈮ 市町村老連正・副会長会議 岡山いこいの村
2月21日㈬～23日㈮ 第15期健康づくり中央セミナー ロフォス湘南

2月22日㈭ 市町村老連事務担当者会議 きらめきプラザ

3月 1日㈭
女性委員会総会 〃
次世代育成支援リーダー養成講習会 〃

3月16日㈮
平成29年度第3回県老連理事会 〃
平成29年度第2回県老連評議員会 〃
シルバー基金運営委員会 〃

3月27日㈫ 地域の元気づくり事業報告会 〃
平
成
30
年
度

4月26日㈭ 健康づくり推進委員会 〃
5月下旬 平成30年度第１回県老連理事会 〃

6月中旬
平成30年度県老連定時評議員会 〃
平成30年度第2回県老連理事会 〃

７月12日㈭・13日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 鳥取県米子市

県老連等の行事予定

平成30年度（第43次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）
岡 山

岡山市立市民文化ホール
倉 敷

くらしき健康福祉プラザ
津 山

津山市総合福祉会館
高 梁

高梁文化交流館

６月 12日㈫ 7日㈭ 20日㈬ 22日㈮ 29日㈮
７月  3日㈫ 11日㈬ 25日㈬ 31日㈫ 18日㈬
９月  3日㈪ 11日㈫ 20日㈭ 25日㈫  6日㈭

10月 25日㈭ 18日㈭ 23日㈫ 16日㈫  5日㈮
11月 29日㈭ 13日㈫ 20日㈫  1日㈭ 7日㈬
� ※日程は講師の都合により変更することがあります。

平成30年度高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）
東 備 7月 6日㈮ くまやまふれあいセンター
岡 山 7月23日㈪ きらめきプラザ
津 山 8月24日㈮ 津山市総合福祉会館
高 梁 8月30日㈭ 高梁総合文化会館
美 作 9月14日㈮ 湯郷地域交流センター
倉 敷 10月 2日㈫ くらしき健康福祉プラザ

� ※日程は講師の都合により変更することがあります。

編 集 後 記

　明けましておめでとうございます。
　１年がたつのは早いもので、酉年から早や戌年です。十二支で
戌年は11番目の年、昨年の老人福祉大学である講師の先生が「戌
はワンワンだから11番目と覚えてはどうですか、覚え易いでしょう」
という話をされていました。確かにそうですね。
　本年も仲間の輪を広げ、手を携えて元気で明るく楽しいクラブ
活動を進めてまいりましょう。一人ひとりでは小さな力も集まれば
大きな力となりますよ。この一年よろしくお願いいたします。

新規加入大歓迎！！
老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加して
いるクラブです。市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高
齢者の経験、知識を生かし、地域社会に貢献するとともに、生きがいと
健康づくりのために相互に支え合うことを目的として運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　148,782 人
■クラブ数
　　　2,655 クラブ

（平成29年3月末現在）

お 

詫 

び

本紙 第17号の「会員の声欄」にて、勝央町美野誠美会会長 小林重
俊様と美作市讃甘地区老人クラブ連合会会長 春名章良様の寄稿
文の表題を入れ違えていました。不手際を深くお詫び申し上げます。 
（正）小林重俊様「共に助け合う地域を目指して」
　　春名章良様「人の縁―尺八道」

知事に 新年ご挨拶

　新年を迎え、１月５日㈮に県老連を代表して正・副会長全
員で県庁に出向き、伊原木知事に新年のご挨拶をいたしまし
た。知事から、「高齢者が増える中、老人クラブの活動は大
変重要、県政の推進になお一層のお力添えをお願いします。
一緒に頑張りましょう」との激励をいただきました。
　本日の記念に、延原副会長（女性委員長）が、女性リーダー
研修会において作成した組みひもによる鈴付きストラップを
プレゼントしました。

2018 年（平成 30 年）1月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


